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1　は　じ　め　に

畑作における有機物施用の意義に関する研究は．従来．

土壌の理化学的性質の変化を主に行われていた。著者らは．

土壌のもつ機能を生産・分解・調節を有するものとしてと

らえ2㌧有機物の施用はその機能を高め，土壌の生産力と

作物保護機能を強化するとし，その効果判定の指標として

土壌動物を用いている。

今回は．榛記研究の一環として．素材の異なる有機物を

表1　試験設計

施用し，インゲン，ネギ．ミニトマト及びサトイモの生育・

収量への効果並びに土壌の生産性に与える影響について検

討した。

2　試　験　方　法

供試閲場の土壌は火山灰に由来する厚層腐食質黒ポク上

造成相及び淡色黒ボク．t造成相で，1990年4月に，両圃場

を全曲耕起し，表1に示す試験区を設けた。有機物，化成

肥料はすべて基肥とした。

試 験 区

記 号 有 機 物 （素 材 N ％ ）

施 用 量 （k g／10 Id ）　化 成 肥 料

堆 肥 N P 2 0 5 K 20
栽 培 ・ 管 理 ・ そ の 他

A　 無　 施　 用 0　　 0．2　　 0．2　　 0．2 圃 場 ：東 北 農 業 試 験 場 畑 地 利 用 部 横 内　 1 区 面 積 ：14 ．7 Id ，

B　 稲 藁 堆 肥 （1．78 ） 2 0　　 0．1　 0 ．1　 0．1 作 物 ：イ ンゲ ン ・（トッ プ グ ロ ップ ， 7 0 CⅢ× 3 0 cm ， 2 本 立 ），ネ

C　 ポカ シ堆 肥 （3．0 1 ） 2 0　　 0 ．1　 0．1　 0．1 ギ ・（松 本 1 本 ，7 0 皿 × 3 C皿， 1 本 植 ）， ミニ トマ ト ・（チ ェ リー ，

D　 桑 粂 堆 肥 （1．5 9 ） 2 0　　 0．1　 0 ．1　 0．1 7 0 CⅢ× 7 0 cm ， 1 芽 立 ）， サ トイ モ ・（丸 土 垂 ， 7 0 cm x 5 0 叫 1 個

E　 枯 草 堆 肥 （0．9 7 ） 2 0　　 0．1　 0．1　 0．1 植 ）　 管 理 ：手 除 草 ， 無 農 薬 ． 化 成 肥 料 ・有 機 物 は 植 溝 に施 用

供 試 化 成 肥 料 ：N 4 － 4 － 4　　 土 壌 表 面 処 理 ：A ・F は 操 姐
F　 無　 施　 用 0　　　 0　　　 0　　　 0

G　 稲 藁 堆 肥 20　　　 0　　 0　　 0
そ の 他 B ～ F 及 び G ～ J は 供 試 有 機 物 で 被 覆

H ポカ シ堆 肥

1 桑 粂 堆 肥

J 枯 革 堆 肥

2 0　 0 0 0

20　 0 0 0

20　 0 0 0

そ の 他 慣 行

収量調査は各作物ともそれぞれ適期に行った。蛋白態窒

素の分析は新鮮垂を測定後乾燥・粉砕し蛋白沈殿剤として，

トリクロール酢酸10％を用い，ケルダール法によって定量

した。土壌動物の抽出は，湿性はオ・コーナ法3－，乾性は

ッルグレン法I）によって行った。抽出用試料採取は8月中

旬に．各作物の根に接して対角線に容器（5×4cm，深

さ5cm）2個を土壌表面から押しこんで行った。

3　試験結果及び考察

（1）生育状況及び収量　有機物の収量への効果は，表2に

示した。両土壌とも化成施用（A区）に比べ，インゲンに

一部指数値の低い素材が認められた。有機物＋化成施用区

（B，C，D，E）で概ね高く，また有機物挙用区（G，H．

Ⅰ，J）でもネギ及びサトイモはA区にかなり近い値を示

した。その効果を素材別にみると，両土壌とも有機物＋化

成施用では4作物に共通した傾向はなく，有機物挙用では

ネギ以外の3作物でポカシ≧稲藁で高く．供試4作物とも

枯草≧桑条が低かった。次に，土壌間の比較ではミニトマ

ト，ネギ及びサトイモの収量は2種頬の土壌間に大差なかっ

たが，インゲンは厚層腐植質黒ボク上に比べ淡色黒ポク上

で著しく高かった。この厚層腐植質黒ポク上のインゲンに

は生育初期にアプラムシが多発しており．初期生育が阻害

されたことによると考えられる。また．淡色黒ポク十では

有機物＋化成施用区に比べ有機物挙用区はミニトマトの裂

果率がやや低かった。

（2）粗蛋白含量の変化　両上蟻とも化成施用（A区）に比

べ有機物を施用した各区（B．C，E，H，l，J）は化

成施用の有無にかかわらず供試4作物とも粗蛋白含量が高

い（約7～27％）傾向を示した。掛こ，この傾向はネギ及

びミニトマトにおいて顕著であった。
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表2　存機物の収伯への効果
（栽培1年目．新鮮重g／d）

試

験

吉己

号

イ　 ン　ゲ　 ン ミ　ニ ト　マ ト

厚 層 腐 植 質 窯
ポ ク土 造 成 梱

淡 色 黒 ポ ク
造　 成

土
梱 厚 層 腐 植 質 黒 ポ ク土 造 成 相 淡 色 黒 ポ ク土 造 成 相

英　 実 英　 美 果　 実　　　 裂 果 率　 1 個 垂 果　 実　　　 裂 果 率 1 個 重
実 数　 指 数 実 数　 指 数 実 数　 指 数 裂 果 ／正 常　 g 実 数　 指 数 裂 果／正 常　 g

A 4 64　　 100 1．2 17　 10 0 4 ，08 1　 10 0　　 18 ．0　　 12 ．8 3 ．6 6 1　 1 00　　 22 ．9　 12 ．4
B 3 96　　　 8 5 1．3 5 5　 1 1 1 4 ．8 93　 12 0　　 18 ．7　　 12 ．8 3 ，7 28　 102　　 23 ．5　 12 ．7
C 23 1　　 50 8 7 2　　　 7 2 3 ，8 07　　　 9 3　　 19 ．5　　 1 1．7 3 ．7 74　 10 3　　 2 1．4　　 12 ．4

D 4 76　　 10 3 1．2 13　 10 0 4 ．3 26　 10 6　　 2 2 ．9　 12 ．9 3 ．8 40　 10 5　　 3 9 ．7　　 12 ．4

E 5 74　　 124 1．2 0 2　　　 9 9 4．05 5　　　 9 9　　 19 ．6　　 13 ．0 4 ．5 36　 124　　 3 1．2　　 1 2．7

F 14 3　　　 3 1 2 70　　　 2 2 1．74 3　　　 4 3　　 18 ．4　　 10 ．0 1．4 66　　　 4 0　　 19 ．4　　　 7 ．3

G 34 3　　　 7 4 6 0 2　　　 4 9 2 ．27 0　　 56　　 2 3 ．0　　　 8 ．7 2 ．7 3 2　　 75　　 19 ．5　　　 9 ．8
H 32 0　　　 6 9 8 88　　　 73 3．28 0　　 8 0　　 20 ．5　　 10 ．8 3 ，6 58　 100　　 2 0 ．1　 11．8
1 24 7　　　 5 3 4 79　　　 3 9 1．8 0 6　　 44　　 20 ．9　　　 7 ．5 2 ．14 4　　　 5 9　　 18 ．6　　　 8 ．8
J 16 0　　　 3 4 3 2 1　　 2 6 1．9 4 1　　 48　　　 20 ．3　　　 7 ．9 2 ．156　　　 5 9　　 2 4 ．6　　　 8 ．4

収樺：7・10～8・6　　　　　　　収穫：6．25－10．13　　　裂果率：6．25－8．10日間の平均値

試

験

記

‾与■

ネ　　　　 ギ サ　 ト　 イ　 モ

厚 層腐 植質黒
ポク土造成相

淡色 黒 ポ ク土
造　 成　 相 厚層 腐植質 黒 ポク土造成 相 淡色窯 ポ ク土造 成相

　 生 彙

実 数 指 数

　 生 糞

実 数 指 数

実　 孫　 数 親 子　 銅 実 嘉 孫 義 教 親 芋　 至 謡

A 2．0 2 7　 10 0 1，8 9 6　 10 0 1．18 0　 10 0　　　 65 1　 2，7 1 1 1．36 6　 10 0　　 7 66　　 3．14 3

B 2．109　 104 2，68 6　 14 2 1，6 49　 14 0　　 ′　693　 2，4 9 4 2，二お6　 16 7　　 9 63　　 4．18 3
C 1．9 90　　　 98 乙29 5　 12 1 2，0 03　 17 0　 1．08 0　 2．8 9 4 2．22 3　 16 3　　 78 0　　 4．0 00

D 2，（謁1　 10 2 1．98 9　 105 1，7 25　 14 6　 1，38 2　　 4．6 8 9 2，06 8　 15 1　　 7 66　　 4，0 17

E 乙48 6　 12 3 2．65 2　 14 0 1．6 5 1　 14 0　 1．154　　 3．3 14 1．8 3 9　 13 5　　 7 00　　 2，97 0

F 1．6 75　　　 83 1．4 9 4　　　 79 7 46　　　 63　　　 360　　　 92 0 66 7　　　 49　　　 429　　　 649

G 1．6 53　　　 82 1．6 15　　　 85 1．4 7 1　 12 5　　　 669　　 2．2 4 6 1．5 14　 1 11　　 5 26　　 1．78 3

H 1，9 98　　　 99 1，9 2 1　 10 1 1．2 26　 10 4　　　 51 1　 2，6 0 5 1，73 7　 12 7　　 75 4　　 3．27 4

I 1．6 66　　 8 2 1．5 4 5　　　 8 1 1，40 6　 1 19　　　 526　 1．6 0 0 1．0 9 4　　　 80　　　 43 4　　 1．63 4

J 2．2 36　 110 2，2 6 1　 119 1，04 0　　 8 8　　　 41 1 1．2 6 0 1．27 7　　 93　　 52 6　 1，6 17

（11．16調査）

（3）主要十壌動物の生息密度　抽出された1：安な動物獣は

各区とも寵性群ではヒメミミズ頬が．乾性群ではトビムシ・

ササラダ二・その他のダニ短であった。

各作物とも有機物施用或は化成施用に伴い生息密度が増

加或は減少する傾向はみられなかった。また，厚層腐植質

黒ポク上に比べて淡色黒ポク土で他ダニ額の密度が高かっ

た。なお，その他に有機物施用区の土壌表層にダンゴムシ

が多く生息していた。ダンゴムシの体成分の殆んどがカル

シウムと言われていることから4）．土壌に及ぼす影響を調

べてみる必要がある。

本調査は無農薬栽培のためか7プラムシが作物の生息初

期から多発したが．インゲンとミニトマトの生育中期にア

プラムシを捕食するテントウムシの幼虫が多数生息してい

た。また，有機物による土壌表面被覆は雑草を抑制し手取

り除草は2回で済み，更に，カルシウム成分の高いダンゴ

ムシが生息し易いことなど根圏土壌動物の組成に及ぼす有

（10．29調査）

機物の影響及び作物生育との関連性を解明して行く研究を

進めるうえで興味深い。

なお．有機物が土壌の物理・化学的変化並びに作物の品

質に影響する化学性の違いについては今後検討を進める。
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